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問題： I have a big house.
生徒の答え： Iが Sで、 haveが Vで、 a big houseが Cです。
学生の解答例 1




I が Sで、 haveが Vで、a big house はOだよ！ Cの部屋に入れるのが名詞と形容















答えは Is he kind?です。kindは動詞ではなく形容詞だからであり、Do, Does, Didの
ような助動詞は使えず、is, am,  are のような be動詞を使うのであります。
学生の解答例 2
Is he kind? 「kind」は形容詞です。「Does」を疑問文で使うのは、本文中に動詞がある
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